
 

 

 

推進体制（推進会議・運営会議・取組ワーキンググループ）について 

 

１ 組織構成 

(1) 推進会議          年４回程度 

(2) 運営会議          年１０回程度（推進会議準備４回含む。） 

(3) 取組ワーキンググループ   それぞれのグループにより開催回数を決定 

 

２ 役割と構成 

 

 

３ 設置年次 

平成２９（２０１７）年度から平成３２（２０２０）年度まで 

※　生物多様性関係含む。
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　【役割】
　・プログラム推進の全体企画調整
　・ワーキング間の調整

　【構成】
　・地域住民，地域のＮＰＯ法人等
　・京都市住宅供給公社
　・行政
　・各ワーキンググループ長　　　など
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　【役割】
　・取組の検討・実践

　【構成】
　・検討会時のＷＧメンバーを基に編成
　・運営方法等はＷＧ毎に定める
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　【役割】
　・プログラムの進捗管理（ＷＧ報告・地域連携促進・意思決定）
　・新しい人材の発掘・育成

　【構成】

　・地域の代表者
　・地域のＮＰＯ法人等
　・地域の事業者
　・京都市住宅供給公社
　・行政　　　　　　　　　　　　　　　など
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